
大
伴
旅
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台
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広
幡 
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日
本
書
紀
「
壬
申
の
乱
」
に
参
加
し
た
大
伴
安
麻
呂
を
父
と
し
、
万
葉
集
の
編

者
と
目
さ
れ
る
大
伴
家
持
を
子
と
す
る
大
伴
旅
人
は
、
万
葉
集
に
大
宰
帥
と
し
て

登
場
す
る
。
し
か
も
万
葉
集
に
掲
載
さ
れ
る
歌
は
こ
と
の
ほ
か
多
い
。
が
、
歌
の

期
間
は
神
亀
三
年(

七
二
六
年)

か
ら
天
平
三
年(

七
三
一
年)

ま
で
の
六
年
間
と
短

い
。「
令
和
」
元
号
に
関
連
し
、
し
か
も
讃
酒
歌
な
ど
で
名
を
は
せ
る
大
伴
旅
人

の
歌
人
と
し
て
の
人
生
が
こ
ん
な
に
も
短
い
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ

け
謎
の
多
い
人
物
。
同
時
に
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
山
上
憶
良
が
こ
の
大
伴
旅
人
を

慕
っ
て
や
ま
な
い
姿
が
万
葉
集
に
記
さ
れ
る
。
天
才
が
天
才
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

姿
。
こ
の
よ
う
に
興
味
の
尽
き
な
い
大
伴
旅
人
の
歌
を
じ
っ
く
り
と
眺
め
て
み
る
。 

 

老
境
の
身
で
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー 

 

暮
春
之
月
幸
芳
野
離
宮
時
中
納
言
大
伴
卿
奉
勅
作
歌 

未
逕
奉
上
歌(

巻
三
・
三

一
五
～
六)  

見
吉
野
之
芳
野
乃
宮
者 

山
可
良
志
貴
く
有
師 

水
可
良
思 

清(
さ
や
け)

く
有

師 

天
地
与 

長
く
久
し
く
萬
代(

よ
ろ
づ
よ)

尓 

改(

か)

は
ら
ず
有
ら
む 

行

幸(

い
で
ま)

し
之
宮 

反
歌 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

昔
見
之
象(

き
さ)

乃
小
河
乎
今
見
れ
者 

弥
よ
清(

さ
や
け)

く 

成
り
に
来
る
鴨 

 

中
納
言
大
伴
卿
と
言
え
ば
「
中
納
言
家
持
」
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
作
者
は
ど

ん
な
学
者
も
大
伴
旅
人
と
比
定
す
る
。
理
由
は
直
前
に
藤
原
宇
合
の
「
被
使
改
造

難
波
堵(

と
＝
土
の
垣
根)

歌
」(

神
亀
三
年
＝
七
二
六
年)

が
あ
る
か
ら
だ
。 

 

吉
野
を
詠
ん
だ
歌
だ
が
、
吉
野
の
「
象
山
」
は
神
亀
二
年
に
山
部
赤
人
も
詠
ん

で
い
る
。
旅
人
の
歌
に
感
情
は
こ
も
っ
っ
て
い
な
い
が
、
す
ぐ
れ
た
技
巧
を
さ
ら

り
と
披
露
す
る
す
ば
ら
し
い
作
で
、
老
境
の
身
で
の
デ
ビ
ュ
ー
作
が
こ
れ
ほ
ど
だ

か
ら
、
若
か
り
し
頃
の
歌
が
あ
れ
ば
、
万
葉
集
は
ま
た
違
っ
た
歌
集
に
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
芳
野
離
宮
歌
は
思
い
出
を
詠
ん
だ
歌
。
そ
れ
が
証
拠
に
「
象

(

き
さ)

乃
小
河
」
を
昔
見
た
と
反
歌
で
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
時
大
伴
旅
人
は
自
宅

の
あ
る
奈
良
に
い
る
。
吉
野
離
宮
に
幸
し
た
の
は
「
春
の
月
」
で
あ
る
。
大
伴
旅

人
の
吉
野
初
見
は
養
老
四
年(

七
二
〇
年)

隼
人
征
伐
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。 

帥
大
伴
卿
遥
思
芳
野
離
宮
作
歌
一
首(

巻
六
・
九
六
○) 

隼
人
乃 

瀬
戸
乃
磐
母
も 

年
魚
走
る 

芳
野
之
瀧
尓 

尚
不
及
家
里 

 

帥
大
伴
卿
五
首(

巻
三
・
三
三
一
～
五)  

 
 

 

吾
盛
り
復
變(

を)

ち
め
八
方
殆(

ほ
と
ほ
と)

に
寧
楽
の
京
乎
見
ず
か
成
り
な
む 

吾
命
毛 

常
に
有
ら
奴
可 

昔
見
之 

象(

き
さ)

の
小
河
乎 

行
き
て
見
む
為 

浅
茅
原 

曲(

つ
ば
ら)

曲
二 

物
念
者 

故
に
し
郷
之 

念
ほ
ゆ
る
可
聞 

萱(

わ
す
れ)

草 

吾
紐
二
付
く 

香
具
山
乃 

故
去
之
里
乎 

忘
れ
む
之
為 

吾
行
く
者
久
に
者
有
ら
じ 

夢
乃
和
太 

湍
に
者
成
ら
ず
而 

淵
に
し
有
ら
毛 

 

大
伴
旅
人
は
、
帥
大
伴
卿
と
な
っ
て
大
宰
府
に
赴
任
す
る
。
神
亀
五
年(

七
二

八
年)

大
宰
帥
と
し
て
妻
大
伴
郎
女
を
伴
っ
て
赴
任
し
た
と
さ
れ
る
。
も
う
老
境

の
身
な
の
に
、
奈
良
か
ら
大
宰
府
に
赴
任
さ
せ
ら
れ
る
と
わ
が
身
の
不
幸
を
嘆
き
、

そ
れ
も
こ
れ
も
「
吉
野
の
象
の
小
川
」
を
見
た
い
た
め(

注
１)

だ
と
、
自
分
な
り

の
理
由
を
ひ
け
ら
か
す
。
旅
の
途
中
に
、
浅
茅
原
・
萱
草
・
香
具
山
が
あ
る
。
そ

し
て
大
宰
府
の
地
は
「
夢
の
和
太
」、
海
辺
に
あ
る
と
紹
介
す
る
。
し
か
も
大
宰

府
へ
の
旅
は
「
久
に
は
有
ら
じ
」
と
、
こ
れ
が
最
初
で
は
な
く
か
つ
そ
う
遠
い
昔

で
も
な
い
と
訴
え
る(

注
２)

。
こ
れ
が
養
老
四
年
吉
野
初
見
の
根
拠
で
あ
る
。 

【
注
１
】
神
亀
三
年
頃
に
象
乃
小
河(

吉
野)

を
詠
ん
だ
大
伴
旅
人
は
、
大
宰
府
赴
任
時(

神
亀

五
年)
象
乃
小
河(

吉
野)

を
見
る
た
め
大
宰
府
に
赴
任
す
る
と
歌
う
。
吉
野
と
大
宰
府
は
近
い
。 

倭
に
は
鳴
き
て
歟
来
ら
む 

呼
子
鳥 

象
の
中
山
呼
ぶ
そ
越
え
な
る(

七
○)  

 

高
市
黒
人 

昔
見
之 

象(
き
さ)
の
小
河
乎
今
見
れ
ば 

弥(

い
や)

よ
清
く 

成
り
に
け
る
か
も(

三
一
六) 

吾
命
毛 

常
に
有
ら
奴
可 

昔
見
之 

象
の
小
河
乎 

行
き
て
見
む
為(

三
三
二) 

三
吉
野
の 

象
山
際
乃 
木
末
に
は 

こ
こ
だ
も
さ
わ
ぐ 

鳥
の
声
か
も(

九
二
四)  

山
部
赤
人 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E4%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%B0%E5%B8%A5
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%A7%E4%BC%B4%E9%83%8E%E5%A5%B3&action=edit&redlink=1


【
注
２
】
夢
の
和
太
＝
こ
の
場
で
「
瀬
に
は
成
ら
ず
て
淵
に
し
有
る
ら
も
」
と
詠
ま
れ
る
が
、

後
に(
九
六
九)

「
淵
は
浅
に
て
瀬
に
か
成
る
ら
む
」
と
逆
転
さ
せ
る
。
し
か
も
「
し
ま
し
く
も

去
き
て
見
て
壮
鹿
神
名
火
乃
」
と
上
の
句
に
あ
る
か
ら
「
近
江
志
賀
」
を
連
想
さ
せ
る
。
巻

七
・
芳
野
作
一
連
歌
に
「
夢
の
和
太
」
が
登
場
す
る
の
で
、「
夢
の
和
太
」
は
間
違
い
な
く
吉

野
の
地
名
か
吉
野
に
近
い
地
名
で
あ
る
。 

芳
野
作 

神
左
振
る 

磐
根
己
凝
敷
き 

三
芳
野
の 

水
分
山
を 

見
れ
ば
悲
し
も(

一
一
三
○) 

皆
人
の
恋
ふ
る
三
芳
野 

今
日
見
れ
ば 

う
べ
も
恋
ひ
来
る 

山
川
清
み(

一
一
三
一) 

夢
の
和
太
事
に
し
在
り
来
り
寝(

う
つ
つ)

に
も
見
て
来
る
物
を
念
ひ
し
念
へ
ば(

一
一
三
二) 

皇
祖
神
の 

神
の
宮
人 

と
こ
ろ
づ
ら 
弥
常
敷
く
に 

吾
反
り
見
む(

一
一
三
三) 

 

飾
ら
ぬ
人
生
を
誇
り
と
す
る
旅
人 

 

大
宰
帥
大
伴
卿
讃
酒
歌
十
三
首(

三
三
八
～
三
五
○) 

験(

し
る
し)

無
き
物
乎
念
は
ず
者 

一
坏
の
濁
れ
る
酒
乎
飲
む
可
く
有
る
良
師 

酒
の
名
乎 

聖
跡
負
は
せ
師 

古
昔
の 

大
き
聖
之 

言
乃
宣
し
左 

古
へ
之 

七
の
賢
し
き 

人
等
毛 

欲
り
為
し
物
者 

酒
西
有
る
良
師 

言
は
む
為
便 

為
む
便
知
ら
ず 

極
ま
り
て 

貴
き
物
者 

酒
西
有
る
良
之 

中
々
尓 

人
跡
有
ら
ず
者 

酒
壺
二 

成
り
に
而
師
鴨 

酒
二
染
み
甞(
な)

む 

痛(

あ
な)

醜(

に
く)

し 

賢(

さ
か)

し
良
乎
為
跡 

酒
飲
ま
ぬ 

人
乎
熟(
よ)
く

見
者 

猿
二
鴨
似
む 

 
 

 

あ
た
ひ
無
き
寶
跡
言
ふ
十
万
一
坏(

つ
き)

乃
濁
れ
る
酒
尓
豈(

あ
に)

益
目
八
方 

夜
光
る
玉
跡
言
ふ
十
万 

酒
飲
み
而 

情(

こ
こ
ろ)

乎
遣
る
尓
豈
若
か
目
八
方 

よ
の
な
か
之
遊
び
の
道
尓
た
の
し
き
者
酔
ひ
泣
き
為
る
尓
有
る
可
く
有
る
良
師 

こ
の
よ
尓
之
楽
し
く
有
ら
者
こ
む
よ
に
者
蟲(

む
し)

尓
鳥
尓
毛
吾
羽
成
り
奈
武 

生
け
る
者
遂
に
毛
死
ぬ
る
物
尓
有
れ
者
こ
の
よ
在
る
間
は
た
の
し
乎
あ
ら
な 

も
だ
居
り
て
さ
か
し
ら
為
る
者 

酒
飲
み
而
酔
ひ
泣
き
為
る
尓
尚
如
か
ず
来
り 

 
 

 

 

験(

し
る
し
＝
形)

に
な
ら
な
い
物
思
い
を
し
な
い
人(

感
傷
に
ひ
た
ら
ず
現
実

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
人)

は
、
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
で
あ
る
、
と
い
う

歌
で
始
ま
る
讃
酒
歌
は
、
中
国
の
竹
林
七
賢
人
も
酒
を
欲
し
た
と
紹
介
し
、
人
で

い
る
よ
り
酒
壺
に
な
っ
て
し
ま
い
た
い
と
歌
い
上
げ
、
利
口
ぶ
っ
て
沈
黙
す
る
よ

り
酔
い
泣
き
す
る
の
が
一
番
だ
と
居
直
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
に
、
酒
好
き
な
姿

を
率
直
に
歌
い
こ
ん
だ
人
物
は
い
な
い
だ
ろ
う
。 

 

本
当
に
酒
が
好
き
で
な
け
れ
ば
作
れ
な
い
と
思
わ
せ
る
、
文
学
的
な
趣
向
を
し

っ
か
り
満
た
し
た
作
品
と
思
う
。
柿
本
人
麻
呂
時
代(

朝
廷
歌
人)

と
は
異
な
る
、

個(

私)

を
大
事
に
す
る
文
学
世
界
の
登
場
で
あ
る
。 

 

し
か
し
そ
の
裏
に
、
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
と
い
う
思
い
が
根
強
く
あ
る
。 

 

し
か
も
こ
れ
ほ
ど
の
筆
力
が
あ
る
な
ら
、
武
士
と
し
て
生
き
る
よ
り
、
和
歌
の

世
界
に
生
き
る
ほ
う
が
心
を
満
た
せ
る
は
ず
。
た
だ
し
山
上
憶
良
の
よ
う
に
、
社

会
の
底
辺
を
見
つ
め
る
鋭
い
視
点
は
旅
人
に
は
な
い
。
あ
く
ま
で
自
分
事(

自
分

の
力
の
及
ぶ
範
囲)

と
と
ら
え
て
歌
に
す
る
の
が
、
武
家
の
棟
梁
旅
人
の
文
学
で

あ
る
。
な
お
旅
人
の
讃
酒
歌
の
直
前
に
、
山
上
憶
良
の
歌
が
掲
載
さ
れ
る
。 

憶
良
ら
者
今
者
罷
ら
む
子
哭
く
ら
む
其
彼
の
母
毛
吾
を
待
つ
ら
む
曽(

三
三
七) 

 

大
宰
府
で
の
旅
人
の
宴
席
に
た
び
た
び
呼
ば
れ
る
憶
良
は
、
こ
の
よ
う
に
子
や

妻
の
せ
い
に
し
て
早
々
に
退
席
し
て
い
た
よ
う
だ
。
旅
人
と
憶
良
の
文
学
の
あ
り

よ
う
を
強
調
す
る
、
万
葉
集
編
者
の
演
出
で
あ
る
。 

 

人
生
の
友
、
山
上
憶
良 

 
神
亀
五
年
戊
辰
大
宰
帥
大
伴
卿
思
戀
故
人
歌(

巻
三
・
四
三
八
～
四
〇) 

う
つ
く
し
き
人
之
纒
き
て
而
し
き
た
へ
之 

吾
が
手
枕
乎 

纒
く
人
有
ら
め
哉 

 
 

 

還
へ
る
べ
く
時
者
成
り
来
り 

京
師
尓
而
誰
手
本
乎
可 

吾
が
枕(

ま
く
ら)

か
む 

京
在(

な)

る
荒
れ
有
る
家
尓 

一
り
寝
者 

旅
に
益
さ
り
而 

苦
し
辛
る
可
し 

 

夫
人
を
伴
っ
て
大
宰
府
に
や
っ
て
き
た
旅
人
で
あ
る
が
、
赴
任
直
後
夫
人
が
逝

去
す
る
。
「
奈
良
の
自
宅
に
帰
っ
た
時
、
共
に
寝
る
人
は
い
な
い
。
出
張
先
の
大



宰
府
な
ら
ま
だ
我
慢
で
き
る
が
、
奈
良
の
自
宅
で
一
人
寝
る
こ
と
は
ど
れ
ほ
ど
さ

び
し
い
こ
と
か
」
と
、
静
か
な
お
も
も
ち
で
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。 

大
宰
帥
大
伴
卿
報
凶
問
歌
一
首 

(

巻
五
・
七
九
三) 

禍
故
重
畳 
凶
問
累
集 

永
懐
崩
心
之
悲 

獨
流
断
腸
之
泣 

但
依
兩
君 

大
助
傾
命
纔

(

わ
ず
か)

継
耳 
筆
不
盡
言 

古
今
所
歎 

 
 

神
亀
五
年(

七
二
八)

六
月
二
十
三
日 

余
の
中
波
む
な
し
き
物
等 

知
る
時
し 

い
よ
よ
麻
須
万
須 

悲
し
か
り
け
り 

 

今
度
は
山
上
憶
良
が
、
大
伴
旅
人
に
か
わ
っ
て
思
い
っ
き
り
悲
し
ん
で
い
る
。

し
か
も
い
つ
も
の
よ
う
に
飾
ら
ぬ
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
山
上
憶
良
が
慟
哭
の
歌
を
続
け
る
。 

日
本
挽
歌(

巻
五
・
七
九
四
～
九)  

 

大
王
の 

遠
朝
廷
等 

斯
良
農
比
の 
筑
紫
の
国
尓 

泣
く
子
成
す 

慕
ひ
来

ま
し
て 

伊
企
陁(

ち)

尓
母 

未
だ
休
め
ず 

年
月
母 

未
だ
有
ら
ね
ば 

情

ゆ
も 

念
は
ぬ
間(

か
ひ)

尓 

打
ち
靡
き 
許
夜(
今
宵)

斯(

か)

く
濡
れ 

言
は

む
便(

す
べ)  

為
む
便(

す
べ)

知
ら
尓 

石
木
を
母 
と
ひ
さ
け
知
ら
ず 

家
成

ら
ば 

形
は
有
ら
む
を 

恨
め
し
き 

妹
の
命(

み
こ
と)

の 

有
れ
を
ば
も 

如
何
に
せ
よ
と
か 

に
ほ
鳥(

カ
イ
ツ
ブ
リ)

の 

二
人
並
び
ゐ 

語
ら
ひ
し 

情

そ
む
き
て 

家
離
り
い
ま
す 

家
に
ゆ
き
て 

如
何
に
か
吾
せ
む 

枕
付
く
嬬
や
寂
し
く 

念
ほ
ゆ
べ
し
も 

愛(

は)

し
き
吉 

如
是
耳
か
ら
に
慕
ひ
来
し 

妹
之
情
乃 

為
便
毛
為
便
無
左 

悔
し
可
聞
如
是
白
ま
せ
ば
青
丹
吉
国
内(

く
ぬ
ち)

盡(

こ
と
ご
と)

見
せ
ま
し
物
乎 

妹
が
見
し 

阿
布
知
の
花
は 

散
り
ぬ
べ
し 

吾
泣
く
涙 

未
だ
干
な
く
に 

大
野
山 

霧
立
ち
渡
る 

吾
嘆
く 

沖
曾
の
風
尓 

霧
立
ち
渡
る 

 
 
 

神
亀
五
年(

七
二
八
年)

七
月
廿
一
日 

筑
前
國
守
山
上
憶
良
上 

 

「
慕
ふ
＝
後
を
追
う(

鳴
く
子
な
す
慕
ひ
き
ま
し
て
四
六
〇)

」
と
、
後
を
追
う
よ

う
に
大
宰
府
に
や
っ
て
来
た
妻
が
死
ん
だ
。
「
伊
企
陁
＝
い
き
ち
＝
気
力
」
を
出

し
て
新
し
い
仕
事
に
励
ん
だ
の
に
、
妻
が
死
ん
だ
。
石
木
の
よ
う
に
「
問
ひ
放
く

＝
言
葉
を
か
け
る
」
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
知
っ
て
い
た
な

ら
、
青
丹
吉
の
奈
良
を
見
せ
る
た
め
帰
る
の
だ
っ
た
。
初
夏
に
薄
紫
の
小
さ
な
花

が
咲
く
阿
布
知
＝
栴
檀
が
散
っ
て
い
る
。「
沖
曽
＝
た
め
息
」
し
か
出
な
い
。 

 

憶
良
は
旅
人
に
な
り
替
わ
っ
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
お
互
い
の
存
在(

社
会
的

立
場
と
文
学
的
力
量)

を
存
分
に
知
り
尽
く
し
た
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な

こ
と
も
許
し
あ
え
る
の
だ
ろ
う
。 

 

な
お
旅
人
の
妻
の
死
を
詠
む
の
は
憶
良
だ
け
で
は
な
い
。 

式
部
大
輔
石
上
堅
魚
朝
臣
歌
一
首(

一
四
七
二) 

霍
公
鳥
来
鳴
き
響(

と
よ)

も
す
卯
の
花
能 

共
に
や
来
之
と
問
は
ま
し
物
乎 

 

右
神
亀
五
年
戊
辰
大
宰
帥
大
伴
卿
之
妻
大
伴
郎
女
遇
病
長
逝
焉 

于
時 

勅
使
式
部
大
輔

石
上
朝
臣
堅
魚
遣
大
宰
府
弔
喪
並
賜
物
也 

其
の
事
既
畢
驛
使
及
府
諸
卿
大
夫
等
共
登
記
夷

城
而
望
遊
之
日
乃
作
此
歌 

大
宰
帥
大
伴
卿
和
歌
一
首(

一
四
七
三) 

橘
之 

花
散
る
里
乃 

霍
公
鳥 

片
戀
為
乍 

鳴
く
日
四
曽
多
寸 

 

石
上
堅
魚
な
ど
と
変
名
を
使
っ
て
い
る
が
、
霍
公
鳥
の
よ
う
に
一
緒
に
歌
っ
て

い
る
と
信
じ
て
い
た
の
に
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
伴
旅
人
が
「
一
人

で
鳴
い
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
。
な
お
注
釈
に
「
夷
城
而
望
遊
」
と
あ
り
、
大
宰

府
は
神
亀
五
年(

七
二
八
年)

に
な
っ
て
も
「
蝦
夷
」
の
城
跡
で
あ
る(

注
３)

。 

大
伴
坂
上
郎
女
思
筑
紫
大
城
山
歌(

巻
八
・
一
四
七
四)  

 
 

今
も
か
も
大
城
乃
山
尓 

霍
公
鳥 

鳴
き
響(

と
よ)

む
ら
む 

吾
無
け
れ
ど
も 

灼
然(

い
ち
し
ろ
く)  

時
雨
の
雨
は 

零
ら
な
く
に 

大
城
の
山
は 

色
付
き
に
け
り 

 

謂
大
城
山
者
在
筑
前
國
御
笠
郡
之
大
野
山
頂
号
曰
大
城
者
也(

二
一
九
七) 

 

石
上
堅
魚
に
旅
人
が
和
し
た
あ
と
、
旅
人
の
義
妹
坂
上
郎
女
が
追
和
す
る
。
妻

大
伴
郎
女
が
死
ん
だ
あ
と
、
佐
保
か
ら
義
妹
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
来
た
の
で
あ

る
。
大
城
山
が
死
者
を
弔
う
歌
に
登
場
す
る
の
は
、
大
城
＝
大
荒
城(

墓)

だ
か
ら

だ
。
詠
ん
で
い
る
場
所
は
大
宰
府
で
、
大
城
山
＝
大
野
山
、
筑
前
國
御
笠
郡
と
紹

介
さ
れ
る
か
ら
、
誰
も
が
太
宰
府
天
満
宮
と
思
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
日
本
書
紀

と
万
葉
集
の
大
宰
府
に
は
「
太
」
に
点
が
な
い
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。 

歌
詞
両
首
大
宰
帥
大
伴
卿
歌
二
首
答
歌
二
首(

巻
五
・
八
○
六
～
九) 

多
都
能
馬
母 

今
も
愛
て
し
か 

青
丹
吉 

奈
良
乃
都
尓 

往
き
て
来
む
た
米 



現(
う
つ
つ)

仁
波
合
ふ
吉
も
無
し 

烏
玉
能 

夜
の
夢
に
を 

次
て
見
え
こ
そ 

多
都
乃
麻
乎 

吾
波
求
め
む 

青
丹
吉 

奈
良
乃
都
迩 

来
む
人
の
た
米 

 

直
尓
相
は
ず 

荒
く
も
欝(

お
ほ)

く 

敷
妙
乃
枕
去
ら
ず
堤 

夢
尓
之
見
え
む 

大
伴
淡
等(
旅
人)

謹
状 

 

 
 

神
亀
五
年
七
月
の
山
上
憶
良
の
「
哀
世
間
難
住
歌
」(

八
〇
四
～
五)

の
直
後
に

大
伴
旅
人
の
歌
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
歌
の
内
容
か
ら
す
る
と
最
初
の
二
首
が
山
上

憶
良
の
歌
で
、
答
歌
が
旅
人
の
歌
。
旅
人
は
奈
良
に
行
き
た
い
と
願
う
憶
良
の
た

め
、
龍
馬(

多
都
能
馬)

を
求
め
ま
し
ょ
う
と
答
え
て
い
る
。 

 

神
亀
五
年
は
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
に
赴
任
し
た
年
。
そ
の
年
に
山
上
憶
良
が
旅

人
の
妻
の
死
を
歌
に
し
、
奈
良
の
旅
人
宅
に
伺
い
た
い
と
歌
を
詠
む
。
初
対
面
な

ら
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
し
か
も
旅
人
は
そ
の
こ
と
を
一
向
に
気
に
せ
ず
、
フ
ラ

ン
ク
に
付
き
合
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
は
大
宰
府
以
前
か
ら

の
知
り
合
い
と
見
ら
れ
る
。 

【
注
３
】
夷
城
而
望
遊
＝
大
宰
府
を
蝦
夷
城
と
す
る
の
で
「
山
澤
亡
命
」
記
事
を
紹
介
す
る
。 

意
気
は
青
雲
の
上
に
揚
る
と
雖
も
、
身
体
は
猶
し
塵
俗
の
中
に
在
り
。
修
行
得
道
の
聖
に
験

あ
ら
未
。
蓋
し
こ
れ
山
沢
に
亡
命
す
る
民
な
り(

神
亀
五
年
＝
七
二
八
年)(

万
葉
集
八
〇
〇)

。 

『
続
日
本
紀
』「
山
沢
に
亡
命
し
て
挟
蔵
し
、
百
日
ま
で
首
せ
ず
ん
ば
、
罪
に
服
す
る
こ
と
初

の
如
く
す
」(

七
〇
七
～
七
一
七
年)

。 

 

令
和
の
梅
花
宴 

  

次
は
中
西
進
氏
が
有
名
に
し
た
「
令
和
の
梅
花
宴
」。
梅
花
宴
序
文
の
「
初
春

令
月
気
淑
風
和
」
か
ら
元
号
「
令
和
」
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
場
所
を
太
宰
府
と
紹

介
さ
れ
る
が
、
万
葉
集
の
大
宰
府
は
太
宰
府
で
は
な
い
。
万
葉
集
の
筑
紫(

つ
く

し)

も
筑
紫(

ち
く
し)

で
は
な
い
。
そ
れ
を
前
提
に
詠
ん
で
ほ
し
い
。 

 

梅
花
歌
卅
二
首
並
び
に
序(

巻
五
・
八
一
五
～
八
四
六)  

 

天
平
二
年(

七
三
〇
年)

正
月
十
三
日 

萃(

集)

于
帥
老
之
宅 

申(

開
く)

宴
會
也 

于
時
初

春
令
月 

気
淑
風
和 

梅
披(

ひ
ら
く)

鏡
前
之
粉 

蘭
薫
珮
後
之
香 

加
以 

曙
嶺
移
雲 

松
掛
羅
而
傾
盖 

夕
岫(

く
き)

結
霧 

鳥
封
縠
而
迷
林 

庭
舞
新
蝶 

空
帰
故
鴈 

於
是
盖

天
坐
地 

促(

ち
か
づ
く)

膝
飛
觴(

さ
か
づ
き)  

忘
言
一
室
之
裏 

開
衿
煙
霞
之
外 

淡
然

自
放 

快
然
自
足 

若
非
翰
苑(

文
人
仲
間)

何
以
攄(

の
べ
る)

情 

詩(

請)

紀(

お
さ
む)

落
梅

之
篇
古
今
夫
何
異
矣 

宜
賦
園
梅
聊(

い
さ
さ
か)

成
短
詠 

大
貳
紀
卿(

八
一
五) 

睦
月
立
ち
春
の
来
た
ら
ば 

か
く
し
こ
そ 

梅
を
を
き
つ
つ 

楽
し
き
を
へ
め 

少
貳
小
野
大
夫(

巻
五
・
八
一
六) 

梅
の
花 

今
咲
け
る
ご
と 

散
り
過
ぎ
ず 

吾
宅
の
苑
に 

あ
り
越
せ
ぬ
か
も 

少
貳
栗
田
大
夫(

八
一
七) 

梅
の
花
咲
き
た
る
園
の
青
柳
は 

鬘(

か
づ
ら)

に
す
べ
く 

成
り
尓
け
ら
ず
や 

筑
前
守
山
上
大
夫
歌(

巻
五
・
八
一
八) 

春
去
れ
ば
先(

ま
ず)

咲
く
屋
戸
の 

梅
の
花 

一
人
見
乍
や 

春
日
暮
ら
さ
む 

豊
後
守
大
伴
大
夫
歌(

巻
五
・
八
一
九) 

世
間
は 

恋
繁
し
ゑ
夜 

か
く
し
有
ら
ば 

梅
の
花
に
も 

な
ら
ま
し
物
を 

筑
後
守
葛
井
大
夫(

巻
五
・
八
二
○) 

梅
の
花 

今
盛
り
な
り 

念
ふ
度
知 

挿
頭
し
に
し
て
な 

今
盛
り
な
り 

笠
沙
弥(

八
二
一) 

青
柳 

梅
等
之
花
乎 

折
挿
頭 

能
見
手
能
後
者 

散
奴
友
吉 

主
人(

八
二
二) 

我
が
園
に 

梅
の
花
散
る 

久
方
の 

天
よ
り
雪
の 

流
れ
く
る
か
も 

大
監
伴
氏
百
代(

八
二
三) 

梅
の
花 

散
ら
く
は
伊
豆
く 

し
か
す
が
に 

こ
の
紀
の
山
に 

雪
は
零
り
乍 

小
監
阿
氏
奥
嶋(

八
二
四) 

梅
の
花 
散
ら
ま
く
惜
し
み 

我
が
園
の 

竹
の
林
に 

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も 

小
監
土
氏
百
村(
八
二
五) 

梅
の
花 

咲
き
た
る
園
の 

青
柳
を 

鬘
に
し
つ
つ 

遊
び
暮
ら
さ
な 

大
典
史
氏
大
原(

八
二
六) 



う
ち
な
び
く 

春
の
柳
と 

我
が
宿
の 

梅
の
花
と
を
い
か
に
か
わ
か
む 

小
典
山
氏
若
麻
呂(

八
二
七) 

春
去
れ
ば
木
梢(

こ
ぬ
れ)

隠
り
て 

鶯
ぞ 

鳴
き
て
去
ぬ
な
る 

梅
が
下
枝
に 

大
判
事
丹
氏
麻
呂(

八
二
八) 

人
毎
に 

折
り
飾
し
つ
つ 

遊
べ
ど
も 

弥
珍
し
き 

梅
の
花
か
も 

薬
師
張
氏
福
子(

八
二
九) 

梅
の
花 

咲
き
て
散
り
な
ば 

桜
花 

次
て
咲
く
べ
く 

な
り
に
て
あ
ら
ず
や 

筑
前
介
佐
氏
子
首
歌(

巻
五
・
八
三
○)  

 
 

万
世
に
年
は
来
経(

き
ふ)

と
も 
梅
の
花
絶
ゆ
る
こ
と
な
く 

咲
き
度
る
べ
し 

壱
岐
守
板
氏
安
麻
呂(

八
三
一)  

 
 

春
な
れ
ば 

宇
倍
も
咲
き
た
る 

梅
の
花 

君
を
思
ふ
と 

宵
も
寝
な
く
に 

神
司
荒
氏
稲
布(

八
三
二) 

梅
の
花 

折
り
て
飾
せ
る 

諸
人
は 

今
日
の
間
は 

楽
し
く
あ
る
べ
し 

大
令
史
野
氏
宿
奈
麻
呂(

八
三
三) 

年
の
端
に 

春
の
来
た
ら
ば 

か
く
し
こ
そ 

梅
を
飾
し
て 

楽
し
く
飲
ま
め 

小
令
史
田
氏
肥
人(

八
三
四) 

梅
の
花 

今
盛
り
な
り 

百
鳥
の 

聲
の
こ
ほ
し
き 

春
来
た
る
ら
し 

薬
師
高
氏
義
通(

八
三
五) 

春
去
ら
ば 

逢
は
む
と
念
し 

梅
の
花 

今
日
の
遊
び
に 

相
見
つ
る
か
も 

陰
陽
師
礒
氏
法
麻
呂(

八
三
六) 

梅
の
花
手
折
飾
し
て 

遊
べ
ど
も 

厭
き
た
ら
ぬ
日
は 

今
日
に
し
あ
り
け
り 

笇
師
志
氏
大
道(

八
三
七) 

春
の
野
に
鳴
く
や
鶯 

懐(

な
つ)

け
む
と 

我
が
家(

へ)

の
園
に 

梅
が
花
咲
く 

大
隅
目
榎
氏
鉢
麻
呂(

八
三
八)  

 
 

梅
の
花 

散
り
紛(

ま
が)

ひ
た
る 

岡
傍(

ひ)

に
は 

鶯
鳴
く
も 

遥
か
魂
消
て 

筑
前
目
田
氏
真
上(

八
三
九)  

 
 
 

 

春
の
野
に 

霧
立
ち
渡
り 

降
る
雪
と 

人
の
見
る
ま
で 

梅
の
花
散
る 

壱
岐
目
村
氏
彼
方(

八
四
〇) 

春
柳 

蘰(

か
づ
ら)

に
折
り
し 

梅
の
花 

誰
か
浮
か
べ
し 

盃
の
上
に 

對
馬
目
高
氏
老(

八
四
一)  

 
 

鶯
の 

聲(

を
と)

聞
く
苗
に 

梅
の
花 

我
ぎ
家
の
園
に 

咲
き
て
散
る
見
ゆ 

薩
摩
目
高
氏
海
人(

八
四
二)  

 
 

我
が
宿
の
梅
の
支
末(

し
づ
え)

に
遊
び
つ
つ 

鶯
鳴
く
も
散
ら
ま
く
惜
し
も 

土
師
氏
御
道(

巻
五
・
八
四
三) 

梅
の
花 

折
挿
頭
乍 

諸
人
の 

遊
ぶ
を
見
れ
ば 

都
し
ぞ
念
ふ 

小
野
氏
国
堅(

八
四
四) 

妹
が
家
に 

雪
か
も
零
る
と 

見
る
ま
で
に 

こ
こ
だ
も
惑
ふ 

梅
の
花
か
も 

筑
前
拯
門
氏
石
足(

八
四
五)  

 

鶯
の 

待
ち
か
て
に
せ
し 

梅
が
花 

散
ら
ず
あ
り
こ
そ 

思
ふ
娘
が
た
め 

小
野
氏
淡
里(

八
四
六) 

霞
立
つ 

長
き
春
日
を 

挿
頭(

か
ざ)

せ
れ
ど 

弥
懐
か
し
き 

梅
の
花
か
も 

  

梅
花
宴
で
も
旅
人
と
憶
良
が
和
し
て
い
る
。
こ
の
宴
に
「
咲
く
花
の
匂
ふ
が
如

く
今
盛
り
な
り
」
と
奈
良
を
謳
歌
し
た
小
野
老
が
第
二
首
目
に
登
場
す
る
。
山
上

憶
良
は
四
番
目
で
「
ま
ず
咲
く
宿
の
梅
の
花 

一
人
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
さ
む
」

と
歌
い
、
ほ
か
の
参
加
者
と
は
違
い
、
妻
を
失
い
一
人
暮
ら
し
す
る
旅
人
を
い
た

わ
っ
て
い
る
。
旅
人
は
そ
れ
に
応
え
、
「
我
が
苑
に
梅
の
花
散
る
久
方
の
天
よ
り

雪
の
流
れ
来
る
か
も
」
と
詠
ん
で
い
る
。「
あ
の
世
に
逝
っ
た
妻
が
天
か
ら
散
ら

し
て
く
れ
る
雪
の
よ
う
に
見
え
る
梅
の
花
び
ら
だ
」
と
答
え
て
い
る
。
三
十
二
首

も
並
ぶ
が
、
旅
人
と
憶
良
の
強
い
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
梅
花
宴
で
あ
る
。 

 
な
お
大
貳
・
少
貳
は
大
宰
府
に
派
遣
さ
れ
た
役
人
に
与
え
ら
れ
る
位
で
、
少
貳

を
後
に
苗
字
と
し
た
武
家
も
い
る
。 

大
宰
帥
大
伴
卿
冬
日
見
雪
憶
京
歌(

一
六
三
九) 

沫
雪
の 

保
杼
呂
保
杼
呂
尓 

零
り
敷
け
者 

平
城
の
京
師 

念
ほ
ゆ
る
可
聞 

大
宰
帥
大
伴
卿
梅
花
歌(

一
六
四
○) 

吾
が
岳
尓 

盛
り
に
開
有
る 

梅
の
花 

遺
有
る
雪
乎 

乱(

ま
が)

へ
鶴
鴨 



 
巻
八
に
大
宰
帥
大
伴
卿
が
奈
良
佐
保
地
を
思
っ
て
梅
と
雪
を
詠
む
歌
が
あ
る
。 

 

大
宰
府
で
憶
良
と
楽
し
む
旅
人 

  

次
は
巻
八
に
飛
ん
で
、
大
宰
府
の
旅
人
宅
で
詠
ま
れ
た
歌
を
紹
介
す
る
。 

多
夫
手
二
毛 

投
げ
越
都
倍
吉 

天
漢 

へ
だ
て
れ
ば
可
母 

数
多
為
便
無
き

(

一
五
二
二)  

 
 

右
天
平
元
年
七
月
七
日
夜
憶
良
仰
観
天
河 

一
云
帥
家
作 

 

最
初
に
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
が
登
場
す
る
。
た
ぶ
て
は
つ
ぶ
て(

小
石)

。
天
漢

と
書
い
て
「
天
の
川
」
と
読
む
の
は
、
七
夕
伝
説
が
中
国
の
揚
子
江
支
流
漢
江
流

域
で
作
ら
れ
た
か
ら
だ
。
天
平
元
年
と
あ
る
か
ら
、
梅
花
宴
の
半
年
前
の
こ
と
。 

天
平
二
年
七
月
八
日
夜
帥
家
集
會(

一
五
二
三
～
六) 

秋
風
之
吹
尓
之
日
従 

何
時(

い
つ
し)

可
登 
吾
待
ち
戀
之 

君
曽
来
座
せ
流 

天
漢 

伊
刀
河
浪
者
立
た
ね
ど
も 

伺
候(

さ
も
ら)

ひ
難
し 

近
き
こ
の
瀬
乎 

袖
振
ら
者 

見
も
可
波
し
つ
べ
く
近
け
雖
も 

度
る
為
便
無
し
秋
西
あ
ら
ね
ば 

玉
蜻
蜒
ほ
の
か
に
見
而
別
去(

な)

者
毛
等
奈(

も
と
な)
也
戀
牟 

相
ふ
時
ま
で
は 

 

こ
れ
も
山
上
憶
良
作
で
あ
ろ
う
。
大
宰
帥
宅
と
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
る
か
ら
、
憶

良
は
旅
人
を
彦
星
に
た
と
え
て
詠
ん
で
い
る
。
秋
風
に
誘
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
君
、

別
れ
て
し
ま
っ
た
ら
逢
う
日
を
思
い
焦
が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
、
や
が
て
奈
良
佐

保
宅
に
帰
る
旅
人
へ
の
思
い
を
歌
に
し
て
い
る
。 

 

憶
良
誠
惶(

お
そ
れ
る)

頓
首
謹
啓(

巻
五
・
八
六
八
～
八
七
○) 

憶
良
聞 

方
岳
諸
侯 

都
督
刺
史 

並
依
典
法 

巡
行
部
下 

察
其
風
俗 

意
内
多
端 

口

外
難
出 

謹
以
三
首
之
鄙
歌 

欲
寫
五
蔵
之
欝
結
其
歌
曰 

 
 

 

 

憶
良
が
方
岳(

周
り)

の
諸
侯
に
聞
く
に
、 

都
督
刺
使
は
並(

皆)

典
法(

き
ま
り)

に
依
っ
て

部
下(

地
方)

を
巡
行
し
其
風
俗
を
察
す
。
意(

お
も
い)

は
内
に(

秘
め
る
こ
と
が)

多
く
、
端(

た

だ
す
こ
と)

を
口
外
す
る(

口
に
出
す)

こ
と
は
難
く
、
謹
ん
で
三
首
之
鄙
歌
を
出
し
、
以
て 

(

彼

ら
の)

五
蔵(

腹
の
中)

之
欝
結(

不
満)

を
寫
さ
ん
と
欲
す
、
其
歌 

松
浦
潟 

佐
夜
媛
の
児
が
領
布(

ひ
れ)

振
り
し 

山
の
名
の
宮
聞
き
乍
居
ら
む 

帯
し
媛 

神
の
命
の 

名
告
ら
す
と 

御
立
た
し
せ
り
し 

石
を
誰
見
き 

百
か
し
も
行
か
ぬ
松
浦
道
今
日
往
き
て 

明
日
は
来
な
む
を
な
に
か
さ
や
れ
る 

 
 
 

天
平
二
年
七
月
十
一
日 

筑
前
國
司
山
上
憶
良
謹
上 

 

天
平
二
年
七
月
八
日
大
宰
帥
の
家
の
集
会
で
歌
を
詠
ん
だ
山
上
憶
良
が
、
七
月

十
日
・
十
一
日
の
両
日
松
浦
河
よ
り
大
伴
旅
人
に
手
紙
を
送
る
。
し
か
し
太
宰
府

天
満
宮
か
ら
松
浦(

佐
賀
県
唐
津
市
松
浦
潟)

ま
で
徒
歩
二
日
で
移
動
す
る
こ
と

は
困
難
。
し
か
も
憶
良
の
手
紙
の
直
前
に
あ
る
『
遊
於
松
浦
河
』(

八
五
三
～
八
六

三)

を
大
伴
旅
人
の
作
と
す
る
人(

古
沢
未
知
男
氏)

も
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
宰
府

で
旅
人
と
憶
良
が
『
遊
於
松
浦
河
』
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
と
考
え
る
ほ
か
な

い
。
な
お
、
都
督
刺
史
は
中
国
の
官
職
で
、
都
督
は
軍
事
、
刺
史
は
治
民
で
あ
る
。 

 

大
宰
諸
卿
大
夫
並
官
人
等
宴
筑
前
国
蘆
城
駅
家
歌
二
首(

一
五
三
○
～
三
一) 

娘
部
思(

を
み
な
へ
し)

秋
芽
子
交
る
蘆
城
の
野
今
日
を
始
め
而 

萬
代
尓
見
む 

珠
匣(

く
し
げ)  

葦
木
乃
河
乎 

今
日
見
て
者 

萬
代
迄
に 

忘
ら
え
め
八
方 

 
 

右
二
首
作
者
未
詳 

笠
朝
臣
金
村
伊
香(

児)

山
作
歌
二
首(

一
五
三
二
～
三
三) 

草
枕 

客
行
く
人
毛 

往
き
觸
ら
者 

匂
ひ
ぬ
べ
く
毛 

開
流
芽
子
香
聞 

伊
香(

児)

山
野
邊
尓
開
有
る 

芽
子
見
れ
者 

公
之
家
有
る 

尾
花
之
念
ほ
ゆ 

石
川
朝
臣
老
夫
歌
一
首(

一
五
三
四) 

娘
部
志 

秋
芽
子
折
れ
礼 

玉
桙
乃 

道
去
き
褁
跡 

乞
は
む
児
の
為 

藤
原
宇
合
卿
歌
一
首(

一
五
三
五) 

吾
背
子
乎 

何
時
曽
且
今(

い
ま
か)

登 

待
つ
苗
尓 

於
毛
也
者
将
見 

秋
の

風
吹
く 

縁
達
帥
歌
一
首(

一
五
三
六) 

暮
相
而 
朝
面
羞 

隠
野
乃 

芽
子
者
散
去
寸 

黄
葉
早
續(

つ)

げ 

山
上
臣
憶
良
詠
秋
野
花
歌
二
首(

一
五
三
七
～
八) 

秋
野
尓 

咲
き
有
る
花
乎 

指(

お
よ
び)

折
り 

可
伎
數
ふ
れ
者 

七
種
の
花 

芽
之
花 

乎
花
葛
花 
瞿
麦
之
花 

姫
部
志 

又
藤
袴 

朝
顔
之
花 



天
皇
御
製
歌(

巻
八
・
一
五
三
九
～
四
○)  

 
 

 
秋
の
田
乃
穂
田
乎
雁
之
鳴
闇(

く
ら
く
け)

尓
夜
の
穂
杼
呂
尓
毛
鳴
き
渡
る
可
聞 

今
朝
の
旦
開
雁
鳴
寒
く
聞
き
之
奈
倍 

野
辺
の
浅
茅
曽 

色
付
き
丹
来(

け)

る 

大
宰
帥
大
伴
卿
歌
二
首(

一
五
四
一
～
二) 

吾
丘
尓 

棹
壮
鹿
来
鳴
く 

先(

は
つ)

芽
之 

花
嬬
問
尓 

来
鳴
く
棹
壮
鹿 

吾
丘
之
秋
芽
の
花 
風
乎
痛(

や)

み
落
る
可
く
成
り
ぬ 

見
む
人
裳
欲
得(

が
も) 

三
原
王
歌
一
首(

一
五
四
三)  

 
 

秋
露
者 

移
し
尓
有
り
け
り 

水
鳥
乃 

青
羽
乃
山
能 

色
付
く
見
れ
者 

湯
原
王
七
夕
歌(

巻
八
・
一
五
四
四
～
五)  

 

牽
牛
之 

念
ひ
座
す
ら
む 

情
ゆ
も 

見
る
吾
辛
苦
し 

夜
之
更
降
去
け
ば 

織
女
之 

袖
續
ぐ
三
更(

よ
ひ)

之 

五
更(
暁)

は 

河
瀬
之
鶴
は 

鳴
か
ず
友
吉 

市
原
王
七
夕
歌
一
首(

一
五
四
六)  

 
 

妹
許(

が
り)

登 

吾
去
く
道
乃
河
有
れ
者 
附
目(

つ
く
め)

緘
結(

む
す)

ぶ
跡 

夜
ぞ
更
降
に
け
る 

藤
原
朝
臣
八
束
歌
一
首(

一
五
四
七) 

棹
四
香
能 

芽(

は
ぎ)

二
貫(

ぬ
き)

置
有
る 

露
之
白
珠 
相
佐
和
仁 

誰
人
の

可
毛 

手
尓
巻
か
む
知
布(

ふ) 

大
伴
坂
上
郎
女
晩
芽
子
歌
一
首(

一
五
四
八)  

 

を
そ
ろ
＝
嘘
＝
軽
率 

咲
く
花
毛 

乎
曽
呂(

を
そ
ろ)

波
厭
ふ 

奥
手
有
る
長
き
意
尓 

尚
不
如
家
里 

 

作
者
不
詳(

想
像
す
る
に
山
上
憶
良)

の
歌
に
始
ま
り
、
坂
上
郎
女
で
終
わ
る
大

宰
府
蘆
城
駅
で
の
歌
会
で
あ
る
。
参
加
者
は
天
皇
や
藤
原
家
を
含
む
そ
う
そ
う
た

る
面
々
。
七
夕
の
季
節
は
過
ぎ
、
女
郎
花
や
萩
の
花
・
紅
葉
が
歌
わ
れ
る
。
天
皇

の
歌
の
前
後
を
飾
る
の
が
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
。
こ
の
二
人
が
天
平
初
期
を
代

表
す
る
歌
人
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
で
証
明
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
。
な
ぜ
か
近
江
地

名
の
伊
香(

児)

山
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
が
謎
で
あ
る(

注
４)

。 

 

な
お
小
倉
百
人
一
首
に
天
智
天
皇
の
歌
と
し
て
「
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫

を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
露
に
濡
れ
つ
つ
」
が
あ
る
。
今
回
の
一
連
作
の
中
の
天
皇

の
歌
も
似
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
藤
原
宇
合
は
不
比
等
の
三

男
。
待
つ
は
松
の
掛
詞
で
「
於
毛
也
」
は
母
屋
、
見
越
し
の
松
と
な
る
。
藤
原
八

束
は
宇
合
の
兄
房
前
の
三
男
。
藤
原
四
家
か
ら
二
人
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

射
目
立
て
て 

跡
見
乃
岳
辺
之 

瞿
麦
の
花 

総
手
折 

吾
は
持
ち
去
く 

寧

楽
人
之
為(

一
五
四
九) 

 

神
武
東
征
に
出
て
く
る
地
名
「
跡
見
」
が
大
宰
府
の
宴
の
直
後
に
歌
わ
れ
る
が
、

一
五
四
九
歌
も
大
宰
府
蘆
城
駅
の
宴
会
で
詠
ま
れ
た
歌
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
人
と

は
大
伴
旅
人
の
こ
と
で
、
彼
の
た
め
「
跡
見
乃
岳
辺
之
瞿
麦
の
花
」
を
摘
ん
で
い

く
と
詠
ん
で
い
る
。
山
上
憶
良
作
と
思
わ
れ
る
。 

高
圓
之
秋
野
の
上
乃
瞿
麦
之
花
う
ら
若
見
人
之
挿
頭
師
瞿
麦
之
花(

一
六
一
○) 

 

大
伴
旅
人
が
、
そ
れ
に
答
え
て
瞿
麦
之
花
歌
を
返
し
て
い
る
。 

 

大
宰
少
貳
石
川
朝
臣
足
人
歌
一
首(

巻
六
・
九
五
五)   

 

刺
す
竹
之 

大
宮
人
乃 

家
跡
住
む 

佐
保
の
山
乎
者 

思
ふ
や
毛
君 

帥
大
伴
卿
和
歌(

巻
六
・
九
五
六) 

八
隈
知
之
吾
大
王
乃
御
食(

を
す)

國
者 

日
本
毛
此
間(

こ
こ)

毛
同
じ
と
ぞ
思
ふ 

 

巻
六
に
も
大
宰
府
の
大
伴
旅
人
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
は
神
亀
五
年
と
天
平
二

年
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
歌
。
石
川
足
人
が
「
佐
保
が
恋
し
い
で
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
旅
人
は
「
天
皇
の
支
配
す
る
地
な
ら
ど
こ
も
同
じ
」
と
煙
に
巻
く
。 

冬
十
一
月
大
宰
官
人
等
奉
拝
香
椎
廟
訖
退
歸
之
時
馬
駐
于
香
椎
浦
各
述
懐
作
歌 

帥
大
伴
卿
歌
一
首(

巻
六
・
九
五
七) 

去
来
児
等 

香
椎
乃
潟
に 

白
妙
の 

袖
さ
へ
濡
れ
て 

朝
菜
摘
み
手
む 

大
弐
小
野
老
朝
臣
歌(

巻
六
・
九
五
八) 

時
風 

吹
く
べ
く
成
り
ぬ 

香
椎
潟 

潮
干
の
汭(

う
ら)

に 

玉
藻
苅
り
て
な 

豊
前
守
宇
努
首
男
人
歌(

九
五
九) 

往
き
還
り 
常
に
我
が
見
し 

香
椎
潟 

明
日
ゆ
後
に
は 

見
む
縁
も
無
し 

帥
大
伴
卿
遥
思
芳
野
離
宮
作
歌(

九
六
○) 

隼
人
乃 

瀬
戸
乃
磐
母 

年
魚
走
る 

芳
野
之
瀧
尓 

尚
不
及
家
里 

帥
大
伴
卿
宿
次
田
温
泉
聞
鶴
喧
作
歌(

九
六
一) 



湯
原
尓 

鳴
く
蘆
多
頭
者 

吾
如
く 

妹
尓
恋
ふ
れ
か 

時
わ
か
ず
鳴
く 

 
次
は
天
平
二
年
十
一
月
、
香
椎
廟
へ
の
参
拝
の
帰
路
の
歌
。
香
椎
廟(

橿
日
宮)

は
仲
哀
天
皇
が
死
ん
だ
場
所
だ
が
、
現
在
の
香
椎
宮(

福
岡
市
東
区)

で
は
な
い
。

橿
日
宮
は
日
本
書
紀
神
功
紀
に
「
尾
田
の
吾
田
節
の
淡
郡
」
と
紹
介
さ
れ
、
『
倭

姫
命
世
記
』
で
は
「
淡
海
甲
可
日
雲
宮
」
と
記
さ
れ
る(

注
５)

。
し
た
が
っ
て
近
江

地
名
で
あ
る
。 

【
注
４
】
伊
香(

児)

山(

近
江
地
名) 

王
の
命(

み
こ
と)

恐
み 

雖
見
不
飽 

楢
山
越
而 

真
木
を
積
む 

泉
の
河
乃 

速
き
瀬
を 

竿
刺
し
渡
し 

千
速
振 

氏
の
渡
乃 
多
企
都
瀬
乎 

見
乍
渡
而 

近
江
道
乃 

相
坂
山
丹 

手
向
し
て 

吾
越
え
往
け
ば 

楽
浪
の 
志
我
能
韓
埼 

幸
有
者 

又
反
見 

道
前 

八
十

阿(

く
ま)

毎
に 

嘆
き
乍 

吾
過
ぎ
往
け
ば 
弥
遠
丹 

里
離
り
来
奴 

弥
高
二 

山
文
越

来
奴 

剣
刀 

鞘
ゆ
抜
き
出
而 

伊
香
胡
山 
如
何
に
吾
せ
む 

往
邊
不
知
而(

三
二
四
○) 

天
地
を 

嘆
き
乞
ひ
の
み 

幸
有
ら
ば 

又
反
り
見
む 
思
我
の
韓
崎(

三
二
四
一) 

 
 

右
二
首
、
但
此
短
歌
者 

或
書
云
穂
積
朝
臣
老
配
於
佐
渡
之
時
作
歌
也 

【
注
５
】
仲
哀
天
皇
八
年
筑
紫
幸
、
穴
門
豊
浦
宮
に
座
す
。
儺
県
に
至
り
橿
日
宮
に
居
す
。
是

膂
宍(

そ
し
し)

の
空
国
な
り
。
仲
哀
九
年
二
月
天
皇
筑
紫
の
橿
日
宮
に
崩
り
給
ひ
き
。
皇
后
斎

の
宮
に
入
り
、
親
ら
神
主
と
為
り
給
ひ…

『
神
風
の
伊
勢
の
国
の
百
伝
ふ
度
逢
縣
の
拆(

さ)

く

鈴
五
十
鈴
の
宮
に
坐
せ
る
神
、
名
は
撞(

つ
き)

賢
木
嚴(

い
づ)

の
御
魂
、
天
疎
る
向
津
姫
の
命
』

と
宣
り
き
。
亦…

『
此
の
神
を
除
き
て
神
坐
す
や
』
と
問
ひ…

『
幡
荻
穂
に
出
る
吾
は
、
尾

田
の
吾
が
田
節
の
淡
の
郡
に
坐
せ
る
神
坐
せ
り
』
。「
垂
仁
天
皇
代
に
淡
海
甲
可
日
雲
宮
四
年

斎
奉
・尾
張
国
中
島
宮
座
・
滝
原
之
国…

宮
造
令
坐
」(

倭
姫
命
世
記) 

 

奈
良
京
佐
保
へ
帰
る 

  

天
平
二
年
十
一
月
旅
人
に
大
納
言
就
任
・
奈
良
京
帰
郷
の
辞
令
が
発
せ
ら
れ
る
。 

丹
生
女
王
贈
大
宰
帥
大
伴
卿
歌
二
首(

巻
四
・
五
五
三
～
四)  

  

天
雲
乃
遠(

そ
き)

隔
乃
極
み
遠
け
ど
裳 

情(

こ
こ
ろ)

志
行
け
者 

戀
流
物
可
聞 

古
人
乃
食(

た
ま)

へ
令
め
有
る
吉
備
能
酒 

病
め
者
為
便
無
し 

貫
簀
賜
ら
む 

大
宰
帥
大
伴
卿
贈
大
貳
丹
比
縣
守
卿
遷
任
民
部
卿
歌(

巻
四
・
五
五
五) 

君
が
為 

醸
し
待
酒 

安
の
野
尓 

獨
り
哉
飲
ま
む 

友
無
し
二
思
手 

 

こ
の
一
連
作
は
筑
前
蘆
城
駅
で
の
餞
別
歌
の
直
前
に
詠
ま
れ
る
。
な
ぜ
か
、「
吉

備
・
安
」
地
名
が
蘆
城
駅
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
吉
備
も
安
も
淡
海(

近
江)

に
関

連
す
る
地
名
で
あ
る(

注
６
・
注
９)

。 

 

な
お
貫
簀(

ぬ
き
す)

は
す
の
こ
の
こ
と
。
酒
が
暑
気
に
当
た
ら
ぬ
よ
う
、
す
の

こ
で
覆
っ
て
い
る
。
六
十
度
殺
菌
を
ま
だ
知
ら
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。 

天
平
二
年(

七
三
〇)

冬
十
一
月
大
伴
坂
上
郎
女
発
帥
家
上
道
超
筑
前
国
宗
形
郡

名
児
山
之
時
作
歌(

巻
六
・
九
六
三)  

 
 

大
汝 

小
彦
名
能 

神
社(

こ
そ)

者(

は)  

名
著
け
始
め
け
め 

名
耳(

ば
か
り)

乎 

名
児
山
と
負(

ふ)

而 

吾
戀
之 

千
重
之
一
重
裳 

奈
久
佐
め
な
國 

同
坂
上
郎
女
向
京
海
路
見
濵
貝
作
歌(

九
六
四) 

吾
背
子
尓 

戀
ふ
れ
者
苦
し 

暇
有
者 

拾
ひ
而
将
去 

戀
忘
れ
貝 

 

大
伴
旅
人
の
前
に
、
義
妹
坂
上
郎
女
が
帰
郷
す
る
。
坂
上
郎
女
の
愛
す
る
夫
は

藤
原
四
兄
弟
の
末
子
藤
原
麻
呂
で
あ
る
。
名
児
山
は
宗
像
大
社
の
裏
山
だ
が
、
な

ぜ
宗
像
大
社
の
裏
山
が
こ
こ
で
登
場
す
る
か
、
後
の
機
会
に
じ
っ
く
り
検
討
す
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
こ
こ
で
坂
上
郎
女
は
宗
像
大
社
の
神
を
「
大
汝
小
彦
名
能
神
」
と

歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

大
宰
帥
大
伴
卿
被
任
大
納
言
臨
入
京
之
時
府
官
人
等
餞
卿
筑
前
国
蘆
城
駅
家
歌

四
首(

巻
四
・
五
六
八
～
七
一) 

三
埼
廻
之
荒
礒
に
縁
す
る 

五
百
重
浪 

立
ち
て
毛
居
て
毛 

我
念
へ
流
吉
美 

 
 
 

右
一
首
筑
前
掾
門
部
連
石
足 

 
 

 
辛
人
之 

衣
染
む
と
云
ふ 

紫
之 

情
尓
染
み
而 

念
ほ
ゆ
る
鴨 

山
跡
邊
に 

君
之
立
つ
日
乃 

近
付
け
者 

野
に
立
つ
鹿
毛 

動
め
而
曽
鳴
く 

 
 
 

右
二
首
大
典
麻
田
連
陽
春 

月
夜
吉
し 
河
音
清
之 

率(

い
ざ)

此
間(

こ
こ
に)  

行
く
毛
去
か
ぬ
毛 

遊
び

て
歸
か
む 

 
 

右
一
首
防
人
佑
大
伴
四
綱 

 

大
伴
旅
人
の
奈
良
帰
任
に
向
け
、
蘆
城
駅
で
餞
別
の
宴
が
催
さ
れ
る
。
そ
こ
で



三
埼
・
辛
人
と
「
志
賀
の
辛
崎
」
を
連
想
さ
せ
る
言
葉
が
詠
ま
れ
る(

注
７)

。
し
か

も
「
山
跡
邊
に
君
之
立
つ
日
乃
近
づ
け
ば
」
と
、
山
跡
が
海
辺
と
歌
わ
れ
る(

注
８)

。 

冬
十
二
月
大
宰
帥
大
伴
卿
上
京
時
娘
子
作
歌(

九
六
五
～
九
六
六)  

 

凡
有
ら
ば 
左
毛
右
毛(

か
も
か
も)

為
む
を 

恐(

か
し
こ)

み
と 

振
り
た
き
袖

を 

忍
び
て
有
る
か
も 

倭
道
は 

雲
隠
り
た
り
然
れ
ど
も 

余
が
振
る
袖
を
な
め
し(

無
礼)

と
念
ふ
な 

右
大
宰
帥
大
伴
卿
兼
任
大
納
言
向
京
上
道
、
此
日
馬
駐
水
城
顧
望
府
家 

于
時
送
卿
府
吏
之

中
有
遊
行
女
婦 

其
字
曰
兒
嶋
也 

於
是
娘
子
傷
此
易
別
嘆
彼
難
會 

拭
涕
自
吟
振
袖
之
歌 

大
納
言
大
伴
卿
和
歌
二
首(

巻
六
・
九
六
七
～
八) 

日
本
道
乃
吉
備
乃
児
島
乎 

過
ぎ
而
行
か
者 

筑
紫
乃
子
嶋 

念
ほ
え
む
香
聞 

大
夫(

ま
す
ら
を)

跡 

念
へ
る
吾
哉 
水
茎
之 

水
城
之
上
尓 

泣
拭
は
む 

 

義
妹
よ
り
ひ
と
月
遅
れ
て
旅
人
が
帰
郷
の
途
に
就
く
。
旅
人
は
吉
備
の
児
嶋

(

注
９)

か
ら
筑
紫
の
小
嶋
を
経
由
す
る
。
な
お
「
拭
ふ
」
に
「
の
ご
ふ
」
と
仮
名
が

振
ら
れ
、
万
葉
学
者
は
「
九
州
弁
」
と
紹
介
す
る(
注
⒑)

。 

庚
午
冬
十
二
月
大
宰
帥
大
伴
卿
向
京
上
道
之
時
作
歌(
四
四
六
～
四
五
○) 

吾
妹
子
之
見
師
鞆
浦
之
天
木
香(

む
ろ)

の
樹
者
常
世
に
有
れ
跡
見
し
人
ぞ
奈
吉 

鞆
浦
之 

礒
之
室
の
木 

見
む
毎
に 

相
見
之
妹
者 

忘
ら
え
め
八
方 

礒
の
上(

へ)

丹
根
蔓(

ば)

ふ
室
の
木
見
之
人
乎
何
在(

い
づ
ら)

登
問
は
者
語
り
告

げ
む
可 

 
 
 
 
 

右
三
首
過
鞆
浦
日
作
歌 

 
 

 

妹
与
来
之 

敏
馬
能
埼
乎 

還
る
左
尓 

獨
り
之
見
れ
者 

涕
具
末(

ま)
之
毛 

去
く
左
尓
波 

二
人
吾
見
之 

此
の
埼
乎 

獨
り
過
ぐ
れ
者 

情
悲
し
喪 

 

 
 
 
 
 
 

右
二
首
過
敏
馬
埼
日
作
歌 

 

次
は
鞆
の
浦
や
敏
馬
埼
を
通
り
過
ぎ
る
。 

 

還
入
故
郷
家
即
作
歌(

四
五
一
～
三) 

人
毛
奈
吉 

空
し
き
家
者 

草
枕 

旅
尓
益
り
而 

辛
苦
し
有
り
家
里 

妹
与
為
而 

二
人
作
り
之 

吾
山
齋(

し
ま)

者 

木
高
く
繁
く 

成
に
家
留
鴨 

吾
妹
子
之
植
ゑ
之
梅
の
樹 

見
る
毎
に 

情
咽(

む)

せ
都
追(

つ
つ)  

涕
之
流
る 

 

奈
良
佐
保
の
地
に
帰
っ
た
大
伴
旅
人
は
、
大
宰
府
で
死
ん
だ
妻
を
思
い
起
こ
し
、

独
り
身
の
さ
み
し
さ
を
歌
に
し
て
い
る
。
妻
と
二
人
で
作
っ
た
庭
園(

山
齋)

が
留

守
の
間
草
ぼ
う
ぼ
う
に
な
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。 

 

そ
ん
な
旅
人
に
山
上
憶
良
が
会
い
た
い
思
い
を
伝
え
て
よ
こ
す
。 

敢
布
私
懐
歌
三
首(

巻
五
・
八
八
○
～
二) 

天
離
る 

夷
に
何
時
歳 

住
ま
ひ
つ
つ 

都
の
手
振
り 

忘
ら
え
に
け
り 

か
く
の
み
や 

息
付
き
を
ら
む 

荒
玉
の 

消
え
往
く
年
の 

限
り
知
ら
ず
て 

吾
が
主
の 

御
霊
賜
ひ
て 

は
る
さ
ら
ば 

奈
良
の
都
に 

め
さ
げ
賜
は
ね 

 
 
 

天
平
二
年
十
二
月
六
日
筑
前
國
司
山
上
憶
良
謹
上 

 

私
も
天
皇
の
辞
令
を
頂
戴
し
て
奈
良
の
都
に
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

三
年
大
納
言
大
伴
卿
在
寧
楽
家
思
故
郷
歌
二
首(

巻
六
・
九
六
九
～
九
七
○) 

し
ま
し
く
も
去
き
て
見
て
壮
鹿 

神
名
火
乃
淵
は
浅
に
て 

瀬
に
か
成
る
ら
む 

指
進
乃
栗
栖
乃
小
野
之
芽(

は
ぎ)

の
花 

落
ち
む
時
に
は 

行
き
て
手
向
け
む 

 

翌
年
旅
人
は
奈
良
で
大
宰
府
を
思
い
起
こ
し
て
歌
を
詠
む
。
そ
の
歌
に
は
「
壮

鹿
＝
志
賀
」「
栗
栖(

く
る
す)

」
と
近
江
地
名
が
登
場
す
る(

注
⒒)

。
し
か
も
神
名

火
乃
淵
が
浅
く
な
っ
て
「
瀬
」
に
な
っ
て
い
る
と
詠
む
。 

天
平
三
年
辛
未
秋
七
月
大
納
言
大
伴
卿
薨
之
時
歌(

巻
三
・
四
五
四
～
八) 

愛
き
八
師 

栄
之
君
乃 

伊
座
し
勢
婆 

昨
日
毛
今
日
毛 

吾
乎
召
さ
麻
之
乎 

如
是
耳
に 

有
り
家
類
物
乎 

芽
子
の
花 

咲
き
而
有
り
哉
跡
問
ひ
之
君
波
母 

君
尓
戀 

痛
毛
為
便
奈
美 

蘆
鶴
之 

哭
耳
し
泣
か
ゆ 

朝
夕
に
四
天 

遠
長
く 

仕
へ
む
物
常 

念
有
り
之 

君
師
座(

ま)

さ
ね
者 

心
神(

ど)

毛
奈
思 

若
子
乃 

這
ひ
徘
徊
り 

朝
夕
に 

哭
耳
ぞ
吾
泣
く 

君
無
し
に
四
天 

 
 
 

右
五
首
資
人
余
明
軍
不
勝
犬
馬
之
慕
心
中
感
緒
作
歌 

見
れ
杼
飽
か
ず
伊
座
し
之
君
我
黄
葉
乃
移
り
伊
去
け
者 

悲
し
く
喪
有
香(

九) 

右
一
首
勅
内
礼
正
縣
犬
養
宿
祢
人
上
使
撿
護
卿
病
而
醫
薬
無
験
逝
水
不
留
因
斯
悲
慟
即
作
歌 

 

故
郷
佐
保
地
に
帰
っ
て
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
で
、
旅
人
は
死
ぬ
。
大
宰
府
で
和
歌

仲
間
と
栄
華
を
極
め
た
旅
人
だ
っ
た
が
、
妻
の
居
な
い
佐
保
で
は
生
き
る
気
力
も

失
わ
れ
た
よ
う
だ
。
「
萩
の
花
が
咲
い
た
か
と
、
そ
れ
ば
か
り
繰
り
返
す
」
と
、



付
人
余
明
軍
が
旅
人
の
死
に
際
を
歌
っ
て
い
る
。
佐
保
に
帰
っ
て
ま
す
ま
す
意
気

軒
昂
た
る
坂
上
郎
女
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
老
い
て
妻
を
失
っ
た
男
の
悲
し
さ

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ま
で
か
。
長
男
家
持
は
こ
の
時
満
十
二
歳
。
だ
か
ら

若
子(

み
ど
り
ご)

は
家
持
の
弟
書
持(

ふ
み
も
ち
・
四
六
三
歌)

と
思
わ
れ
る
。 

  

大
伴
旅
人
が
奈
良
に
帰
っ
て
か
ら
の
歌
が
ほ
か
に
も
あ
る
。 

大
宰
帥
大
伴
卿
上
京
之
後
笠
満
誓
沙
弥
贈
卿
歌
二
首(

五
七
二
～
五
七
三) 

真
十
鏡 

見
飽
か
ぬ
君
尓
贈
れ
て
哉 

旦(

あ
さ
な)

夕(

ゆ
ふ
な)

尓
左
備
乍
将
居 

野
干
玉
之 

黒
髪
變 

白
髪(
け)
手
裳 

痛
き
戀
庭 

相
時
有
来 

大
納
言
大
伴
卿
和
歌
二
首(

巻
四
・
五
七
四
～
五) 

此
間(

こ
こ
に)

在
而
筑
紫
也
何
處 

白
雲
乃 

棚
引
く
山
之 

方
西
有
る
良
思 

草
香
江
之
入
江
二
求
食(

あ
さ)

る
蘆
鶴
乃
痛(
あ
な)

多
豆
多
豆
し
友
無
し
二
指
天 

 

ま
ず
笠
満
誓
と
歌
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。
笠
満
誓
は
大
宰
府
に
居
り
、「
筑

紫
＝
大
宰
府
は
山
の
向
こ
う
側
」
と
旅
人
が
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
草
香
江
の
歌

は
意
味
不
明
。
摂
津
大
夫
高
安
王
に
贈
っ
た
歌
か
。 

大
宰
帥
大
伴
卿
上
京
之
後
筑
後
守
葛
井
大
成
連
悲
嘆
作
歌
一
首(

巻
四
・
五
七
六) 

今
よ
り
者 

城
山
道
者 

不
楽(

さ
ぶ)

し
け
牟 

吾
通
は
む
常 
念
ひ
之
物
乎 

大
納
言
大
伴
卿
新
袍
贈
摂
津
大
夫
高
安
王
歌(

巻
四
・
五
七
七) 

吾
衣
人
に
莫
著
せ
曽 

網(

あ)

引
き
為
る 

難
波
壮
士
乃 

手
に
は
触
る
雖
も 

大
伴
宿
祢
三
依
悲
別
歌(

五
七
八)   

 
 
 

 

天
地
与 

共
に
久
し
く 

住
ま
波
牟
等 

念
ひ
而
有
り
師 

家
之
庭
羽
裳 

 

ほ
か
に
二
人
か
ら
歌
を
贈
ら
れ
る
。
そ
の
歌
の
間
に
旅
人
が
高
安
王(

大
原
真

人)

に
贈
っ
た
歌
が
あ
る
。
や
は
り
五
七
五
歌
は
難
波
に
住
む
高
安
王
相
手
と
思

わ
れ
る
。 

余
明
軍
与
大
伴
宿
祢
家
持
歌(

五
七
九
～
八
○)  

明
軍
者
大
納
言
卿
之
資
人
也 

見
奉
り
而 

未
だ
時
太
尓 

更
ら
ね
者 

年
月
の
如 

念
ほ
ゆ
る
君 

足
引
乃
山
尓
生
ひ
有
る 

菅
根
乃 

懃(

ね
も
こ
ろ)

見
巻
く 

欲
し
き
君
可
聞 

 

旅
人
の
死
を
悼
む
歌
を
詠
ん
だ
余
明
軍
が
、
子
の
家
持
に
歌
を
与
え
て
い
る
。

佐
保
地
の
大
伴
家
か
ら
離
れ
た
寂
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

以
上
、
大
伴
旅
人
の
歌
を
見
て
き
た
が
、
彼
の
歌
は
巻
三
か
ら
巻
八
ま
で(

巻

七
に
は
な
い)

し
か
な
く
、
し
か
も
柿
本
人
麻
呂
や
山
部
赤
人
と
は
全
く
つ
な
が

り
が
な
い
。
だ
か
ら
、
柿
本
人
麻
呂
と
は
異
な
る
世
界
に
生
き
た
人
物
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
も
宮
廷
歌
人
と
い
う
人
麻
呂
の
枠
を
超
え
、
現
代
に
つ
な
が
る
個

(

私)

の
存
在
を
主
張
す
る
文
学
を
日
本
で
作
り
だ
し
た
人
と
、
私
は
思
う
。
主
張

の
仕
方
が
異
な
る
が
、
個(

私)

の
存
在
を
唱
え
る
の
は
山
上
憶
良
も
同
じ
で
、
そ

れ
ゆ
え
二
人
は
無
二
の
友
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

古
今
集
は
序
文(

仮
名
序)

で
「
山
柿
」
と
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
を
た
た
え

る
が
、
私
は
個(

私)

を
主
張
す
る
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
が
好
き
だ
。
人
間
臭
い

二
人
の
歌
が
、
現
代
の
私
た
ち
の
心
を
救
っ
て
く
れ
る
。 

 

【
注
６
】
吾
妹
児
に 

又
も
相
海
の 

安
の
河 

安
寝
も
宿
ず
に 

恋
渡
る
鴨(

三
一
五
七) 

【
注
７
】
筑
前
国
蘆
城
駅
の
三
埼
・
辛
人
は
近
江
志
賀
や
鐘
崎
に
重
な
る
。 

楽
浪
之 

思
賀
乃
辛
碕 

幸
く
有
れ
ど 

大
宮
人
の 

船
待
ち
か
ね
つ(

三
○) 

楽
浪
之 

志
我
の
大
和
田 

澱
む
と
も 

昔
の
人
に 

亦
も
相
め
や
も(

三
一) 

千
磐
破
る 

金
之
三
埼
を 

過
ぎ
ぬ
鞆 

吾
は
忘
れ
じ 

壮
鹿
の
須
売
神(

一
二
三
○) 

【
注
８
】
山
跡
邊
＝
海
辺
の
大
和 

天
皇
登
香
具
山
望
国
之
時
御
製
歌(

巻
一
・
二) 

山
常
に
は
村
山
有
れ
ど 

取
り
よ
ろ
ふ
天
の
香
具
山 

騰
り
立
ち
国
見
を
す
れ
ば 

国
原
は

煙
立
つ
龍 

海
原
は
鴎
立
つ
多
都 

う
ま
し
国
ぞ 

蜻
嶋 

八
間
跡
の
国
は 

長
皇
子
御
歌(

巻
一
・
七
三) 

吾
妹
子
を 

早
見
浜
風 

倭
な
る 

吾
を
松
椿 

吹
か
ざ
る
な
ゆ
め 

【
注
９
】
日
本
書
紀
素
戔
鳴
尊
大
蛇
退
治
「
是
の
時
素
戔
鳴
尊
、
安
芸
国
の
可
愛
の
川
上
に

下
到
り
ま
し
き
。
大
蛇
の
尾
を
斬
り
た
ま
ふ
時…

剣
あ
り
き
。
草
薙
の
剣
と
為
号
く
。
今
尾

張
国
吾
湯
市
村
に
在
り
。
熱
田
の
祝
部
が
掌
る
神
な
り
。
今
石
上
と
曰
ふ(

第
二
の
一
書)

。
大

蛇
斬
り
た
ま
へ
る
剣
は
、
今
吉
備
の
神
部
の
許
に
在
り(

第
三
の
一
書)

。 



【
注
⒑
】
拭
ふ
＝
の
ご
ふ(

九
州
弁) 

為
防
人
情
陳
思
作
歌(

巻
二
十
・
四
三
九
八)  

 
 

大
王
の
命
恐
こ
み 

妻
別
れ
悲
し
く
は

有
れ
ど 
大
夫
の
情(

こ
こ
ろ)

振
り
起
こ
し 

…

真
幸
く
て
早
還
り
来
と 

真
袖
持
ち
涙
を

拭(

の
ご)

ひ 
む
せ
び
つ
つ
言
問
ひ
す
れ
ば 

郡
鳥
の
出
で
立
ち
か
て
に 

…
 

春
霞
嶋
廻

に
立
ち
て 

多
頭
が
鳴
の
悲
し
く
鳴
け
ば 

は
ろ
ば
ろ
に
家
を
思
ひ
て 

お
ひ
そ
や(

負
ひ

征
矢)

の 

そ
よ
と
鳴
る
ま
で 

嘆
き
つ
る
か
も 

 

日
本
書
紀
敏
達
元
年
六
月
条
「
六
月
賊
有
り
、
高
麗
の
大
使
の
頭
を
打
ち
て
退
り
ぬ
。
大
使
、

黙
然(

も
だ)

し
て
地
に
立
ち
、
面
の
血
を
拭(

の
ご)

ふ
。」 

【
注
⒒
】
栗
栖(

栗
林)

・
栗
太
は
日
本
書
紀
で
は
近
江
地
名 

「
菟
道→

逢
坂→

狭
狭
浪
の
栗
林→

瀬
田
」(
忍
熊
王)

、
難
波→

河
内
国
埴
生
坂→

大
坂→

飛

鳥
山→

山
口→

當
摩
径→

龍
田
山→

攪
食(
か
き
は
み)

の
栗
林(

く
る
す) →

石
上
・
振
神
宮

(

履
中
前
紀)

、
雄
略
十
一
年
近
江
国
栗
太
郡
言
さ
く
「
白
き
鵜
、
谷
上(

田
上)

の
濱
に
居
り
」、

淡
海
国
言
し
「
坂
田
郡
の
人
小
竹
田
史
身…

栗
太
郡
磐
城
村…

」(

天
智
三
年)

、
息
長
の
横
河

→

鳥
籠
の
山→

安
河
の
濱→

栗
太→

瀬
田→

粟
津
の
岡→
三
尾
の
城→

粟
津→

大
友
皇
子
山

前
で
自
頸(

壬
申
の
乱) 

  

最
後
に
、
大
伴
旅
人
の
長
男
大
伴
家
持
の
人
生
の
最
期
を
紹
介
す
る
。 

 

万
葉
集
の
編
者
と
目
さ
れ
る
大
伴
家
持
は
人
生
の
最
後
に
蝦
夷
討
伐
名
目
で

東
北
地
方
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
る
。
延
暦
元
年(7

8
2

年)6

月
１
７
日
の
こ
と
。
延

暦
四
年(7

8
5

年)

４
月
７
日
「
名
取
よ
り
以
南
十
四
郡
は
、
山
海
に
僻
在
し
て
、

塞
を
去
る
こ
と
は
る
か
に
遠
し
。
徴
発
す
る
こ
と
あ
る
に
属
し
て
は
、
危
急
に
会

わ
ず
。
是
に
由
り
て
か
り
に
百
姓
を
募
り
人
兵
を
国
府
に
足(

た)

し
、
防
御
を
東

西
に
設
く
。
誠
に
是
れ
あ
ら
か
じ
め
不
虞
に
備
え
て
万
里
に
推
鋒
せ
む
も
の
な
り
。

但
し
以(

お
も
ん
み)

る
に
徒(

い
た
ず
ら)

に
開
設
の
名
あ
り
て
未
だ
統
領
の
人
を

任
ぜ
ず
。
望
み
請
う
ら
く
は
、
建
て
て
真
の
郡
と
為
し
官
員
を
備
え
置
か
ん
こ
と

を
。
然
ら
ば
則
ち
民
は
統
摂
の
帰
す
る
を
知
り
、
賊
は
窺
兪(

き
ゆ)

の
望
を
絶
た

む
」
と
上
申
し
、
８
月
２
８
日
任
地
に
て
死
去
し
て
い
る
。
家
持
の
上
申
書
は
阿

弖
流
為
の
反
乱
が
起
き
る4

年
前
。
家
持
は
蝦
夷
の
勝
利
を
予
感
し
て
い
た
よ
う

だ
。 

  


